
越戸の入リ 口、浦野川に架かる 「越戸

橋Jo4月の下旬から 5月 5日のこども
の日にかけて、越戸橋の上流、小高い山

の上に建つ月見堂のあたリから、川をま

たいで 200匹近くのこいのぼリが、心

地よい風に吹かれて泳いで、いた。

これは、家に眠っているこいのぼリを、

見晴らしのよいところに飾って、多くの

人たちに楽しんでもらおうと、地元の越

戸公民館ど越戸花火を楽しむ会の人たち

が主催 して、毎年飾っているそうだ。

4月の下旬の、気持ちょい青空が広が

ったこの 目、近くの浦里保育園や、三好

町保育園の子どもたちが「お散歩」に訪

れ、元気にこいのぼリの下で遊んで"¥た。
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『
水
道
で

ポ
フ

今
日
も
安
心

水
あ
る
く
ら
し
』

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

大
切
な
水
は
、
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
、
ど
こ

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
営
水
道
で
は
、
千
曲
川
と
そ
の
支
流
の
神

川
の
水
を
水
源
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
源
か

ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
水
は
、
染
屋
と
石
舟
の

2

か
所
の
浄
水
場
へ
と
導
か
れ
ま
す
。
浄
水
場
で

染
屋
浄
水
場

配水池
飲ゐ7)<に芯った水倍、ここにためて

おき、 !日の水の使い方在潟墜し、

わたしたちの家や学校、工唱などに

配水管により送ります。

浄水場のしくみ
~きれいな水が作られるまで~

は
、
小
さ
な
ご
み
や
泥
の
ほ
か
微
生
物
も
取
り

除
く
こ
と
が
で
き
る
、
全
国
的
に
も
数
が
少
な

い
「
緩
速
ろ
過
(
か
ん
そ
く
ろ
か
)
」
と
い
う

方
式
に
よ
り
水
が
ゆ
っ
く
り
ろ
過
さ
れ
、
安
心

し
て
飲
め
る
き
れ
い
な
水
が
わ
た
し
た
ち
の
家

庭
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、

6
月

1
日
間
か
ら

7
日
間
ま
で

「
水
道
で
今
日
も
安
心
水
あ
る
く
ら
し
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
一
斉
に
第

ω回
水
道
週
間
が

行
わ
れ
ま
す
。

毎
日
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
水
、
い
つ
で

も
き
れ
い
で
安
心
し
て
飲
め
る
水
は
、
わ
た
し

た
ち
の
生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
水
道
週
間
を
機
会
に
大
切
な
水
の
使
い
方

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
水
道
局
と
県
企
業
局
上
田
水
道
管
理
事
務

所
で
は
、
水
道
週
間
に
あ
わ
せ
、
昨
年
に
引
き

続
き
「
千
曲
川
源
流
を
訪
ね
て
」
を

6
月

7
日

間
に
行
い
ま
す
。
千
曲
川
源
流
を
さ
か
の
ぼ
り
、

川
上
村
金
峰
山
渓
谷
を
散
策
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
0

.
県
営
水
道
・
諏
訪
形
浄
水
場
場
内
開
放

県
企
業
局
上
田
水
道
管
理
事
務
所
で
は

Y
6

月

6
日
出
午
前
日
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
、
諏

訪
形
浄
水
場
の
場
内
開
放
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
県
企
業
局

上
田
水
道
管
理
事
務
所
(
固
⑫

2
1
1
0
)
に

お
問
い
合
わ
せ
・く
だ
さ
い
。

L
y
h
J
h

A

一尚一潜行ハ

t

q

a

d

 

高
齢
者
福
祉
の
拠
点
に
/

塩
田
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
ブ
ン

[2J 10.5.16 

中
野
地
区
に
『
塩
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
』
が
完
成
。

4
月
幻
日
に
、
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
建
物
は
塩
田
平
の

自
然
豊
か
な
景
観
に
配
慮
し
た
設
計
で
、

内
装
も
お
年
寄
り
に
圧
迫
感
が
な
い
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
在
宅
の

虚
弱
・
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
(
お
お
む

ね
防
歳
以
上
)
を
対
象
に
、
日
帰
り
で
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り
の
心
身
機
能

の
維
持
向
上
、
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
を

図
る
と
と
も
に
、
家
族
の
介
護
負
担
を
軽

減
し
、
お
年
寄
り
が
生
き
が
い
あ
る
家
庭

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

塩
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
基

本
型

[
B
型
]
の
施
設
と
し
て
は
、
中
央
、

室
賀
、
神
川
に
続
き

4
か
所
目
の
施
設
に

な
り
ま
す
(
こ
の
ほ
か
、
痴
ほ
う
性
の
お

年
寄
り
を
対
象
と
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

[
E
型
]
と
し
て
塩
田
西
、
常
田

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
)
。



(
L
Zミ
九
万
よ
p

は
私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

千
曲
川
の
源
流
を
訪
ね
、
自
然
に
接
す
る
中

で
、
水
の
大
切
さ
、
環
境
保
護
の
重
要
性
を
改

め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ

主

催

上

田

市

水

道

局

マ

後

援

長

野

県
企
業
局
上
田
水
道
管
理
事
務
所
マ
と
き

6
月

7
日
間
午
前

8
時
叩
分
出
発

(午
前

8
時

市
役
所
前
集
合
)

マ

コ
l
ス

上

田

i
望
月

町

i
小
海
町

i
川
上
村

(
金
峰
山
渓
谷
付
近
散

策
・
昼
食
)
マ
募
集
人
員
削
名
(
上
田
市

民
に
限
り
ま
す
)
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
、
結
果
は
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

マ

申
し
込
み
往
復
は
が
き
に
①
住
所

②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
を
記
入
し
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

(
5月
お
日
制
の
消
印
の
あ
る

も
の
ま
で
有
効
)
。
は
が
き
は
、

1
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
で

1
枚
ま
で
と
し
、
グ
ル
ー
プ
で
の

申
し
込
み
は

5
人
ま
で
と
し
ま
す
(
グ
ル
ー
プ

の
申
し
込
み
は
全
員
の
氏
名
等
を
記
入
)。

マ
申
し
込
み
先
上
田
市
水
道
局
計
画
管
理
課

「
源
流
探
訪
」
係

(干

3
8
6
1
8
6
0
1
上

田

市

大

手

一

丁

目

口

問

)

マ

持

ち

物

昼

食
、
雨
具
マ
参
加
費

5
0
0円
(
入
場
料
、

保
険
料
、
飲
物
代
)
マ
問
い
合
わ
せ
上
田

市
水
道
局
計
画
管

理

課

(固
⑫

4
1
0
0
困
1

8
5
2
、
1
8
5
3
)

山
梨
県
境
に
連
な
る
甲
武
信
ヶ
岳
、
国
師
岳
、

金
峰
山
な
ど
、

2
5
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々

か
ら
の
清
水
を
集
め
て
千
曲
川
は
発
し
ま
す
。

飲
料
水
、
農
業
用
水
、
発
電
に
と
多
方
面
に
活

用
さ
れ
る
千
曲
川
は
、
上
田
市
民
に
と
っ
て
生

命
線
で
あ
り
、
ま
た
、
変
化
に
富
ん
だ
景
観
美

カメラスケッチ

‘γ 

ヲk

Z日
中
友
好
の
ぷ〉
ロ
同 友好交流都市提携をした中国道長市との友

書士好の一環として、書道研究秋萩会と共催で『友

道長好書道展』が5月3日----4日、上回創造館で

展 開催されましたo 中国からは、寧波市の学生
・一般の作品など70点が出品されました。

な
お
、
塩
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
市
が
設
置
し
、

信
州
う
え
だ
農
業
協

同
組
合
に
運
営
を
委
託
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
健
康
推
進
課
(
⑫

5
1

3
1
)
 

ヲ崎

支甘
く
香
る

か ド同
ret' t~ 
I rかばんの藤」の名で親しまれている、国az分寺史跡公圏内の藤の花が、例年より早く咲
--ーきはじめました。ゴールデンウィークの期間

藤〔中、訪れた多くの人たちは、甘い香川あふ

」 れんばかりの見事な花を楽しんでいました。
上田市大字中野339-2
@1 090 
所

話

住

電

10.5.16 

官 、

lj|き勇頁壮
華
麗
本

戦

居 第1一真固まつりが4月26日に開催さ
・"貴れました。今回は、長野冬季オリンピックに

uZ出場した『岳の峨』も参加。郷土芸能の上演
ρ広 や楽市楽座、フリーマーケットなども行われ、
巻 おおぜいの市民がまつりを堪能しましたo

[3J 
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長野大学第29回公開講座

z 

刀

可。

街と教育~子どもたちの事件から見る

bとき 6 月 13 日仕)午後 1 時30分~3 時30分 bところ 長
野大学附属図書館3階リブロホール じ>講師吉岡忍さん(ノ
ンフィクション作家〉 じ>受講料無料じ>定員先着300
名 じ>申し込み長野大学生涯学習センター(圃⑬0007)
へ電話で、どうぞ、0

室

3診

。
z 

→ 

‘ C 

募集
生
活
環
境
課
(
固
⑫
5
1
2
0
)

私
た
ち
の
身
の
回
り
の
環
境
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

5
月
お
日
叩
午
後

1
時

ω分
1
3時
初

分

マ

と

こ

ろ

上

田
合
同
庁
舎
講
堂
マ
定
員

1
5

0
名

マ

受

講

料

無

料

マ

演

題

身
の
回
り
か
ら
考
え
る
環
境
問
題

マ
講
師
藤
村
コ
ノ
ヱ
さ
ん
(
幻

世
紀
の
環
境
と
文
明
を
考
え
る
会
理

事
)
マ
申
し
込
み
生
活
環
境
課

拳
加
し
ま
せ
ん
か
?

ま
ち
ご
と
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

街
区
振
興
課
(
固
⑧
5
3
9
6
)

ワ
イ
ン
の
講
習
、
包
丁
研
ぎ
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
い
ず
れ
も
好
評
い
た
だ

い
て
い
る
「
ま
ち
ご
と
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
」
。
商
庖
主
た
ち
が
持
つ
知
識

を
身
近
な
内
容
で
消
費
者
の
皆
さ
ん

同 市役所代表竃話

困22-4100
困25-4100
U 

に
提
供
す
る
講
習
会
で
す
。
今
回
は

い
や

「
心
と
体
を
癒
す
気
功
法
」
の
。
ハ

l
ト

2
0
健
康
な
体
を
維
持
す
る
た
め
に

も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

5
月
初
日
出
午
前
日
時

i
正

午

マ

と

こ

ろ

上

田

商

工

会

議
所

5
階
ホ
l
ル

マ

費

用

無

料

マ

定

員

羽

名

マ

内

容

気

功

に
つ
い
て
の
説
明
と
実
技
マ
講
師

堺
屋
商
庖
・
長
谷
川
哲
也
さ
ん

マ
申
し
込
み

5
月
初
日
ま
で
に
堺

屋
商
庖
(
固
⑫

5
6
1
0
)
、
船
丸

山
(
固
⑫
0
6
7
6
)

景
観
を
考
え
活
動
す
る

…

明
景
観
サ
ボ

1
タ
i
h

…

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課
耐
8
7
1
4
2
)

景
観
サ
ポ

l
タ
!
と
は
、
地
域
の

景
観
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
の
景
観
ゃ
つ
く
り
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
、
身
近
な
景
観
に
つ
い
て

考
え
、
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

マ
活
動
内
容
景
観
に
つ
い
て
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し

た
り
、
県
が
開
催
す
る
研
修
会
な
ど

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
マ

定
員
(
上
田
市
分
)
お
名
マ
登
録

2
年
間

(
7月
1
日

i
平
成
ロ
年

6
月

初

日

)

マ

応

募

資

格

満

別

歳
以
上
で
県
内
に
在
住
し
、
こ
れ
ら

の
活
動
に
参
加
で
き
る
か
た
(
現
在

登
録
中
の
景
観
サ
ポ
l
タ
l
を
含
む
)

マ
応
募
上
小
地
方
事
務
所
か
市

役
所
景
観
建
築
課
に
あ
る
申
込
用
紙

に
記
入
し
、

6
月
初
日
ま
で
に
上
小

地
方
事
務
所
建
築
課
に
提
出

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A

セ
ミ
ナ
ー
に
ど
う
ぞ
/

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
(圃
⑩
1
0
0
0
)

マ
セ
ミ
ナ
ー
名
初
め
て
キ
ー
ボ
ー

ド
に
触
る
か
た
・
操
作
を
覚
え
た
い

か
た
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
日
本
語
入

力
入
門
講
座
マ
と
き

5
月
別
日

働
午
後

1
時
加
分

1
3時
加

分

マ

対

象

初

級

者

間

名

マ

受

講

料

1
5
0
0円
マ
申
し
込
み
メ
デ
ィ

ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
へ
電
話
で

新
し
い
知
識
・
技
能
で

再
就
織
を
厨
指
そ
う
/

上
回
公
共
職
業
安
定
所
(
固
⑧

8
6
0
9
)

雇
用
促
進
事
業
団
長
野
職
業
能
力

開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
刊

年
度

7
月
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

マ
訓
練
科
名
テ
ク
ニ
カ
ル
・
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
科
(
女
性
対
象
)
、
電
気

設
備
科
、
ビ
ル
管
理
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
・

ワ
I
ク
科
(
女
性
対
象
)
マ
定
員

各

科

目

名

マ

応

募

資

格

新

し

い
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
、
再
就

[4J 

職
す
る
意
欲
の
あ
る
か
た
マ
申
し

込
み

5
月
別
日
働
ま
で
に
願
書
を

上
回
公
共
職
業
安
定
所
、
長
野
職
業

能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
(
固

0
2

6
1
2
4
3
1
2
9
3
3
)
へ

10.5.16 

市
首
位
宅
補
充
募
集

希
望
者
は
ど
う
ぞ

景
観
建
築
課
(
固
⑫
5
4
3
0
)

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

マ

募

集

団

地

市

営

住

宅

全

般

(
一
部
団
地
を
除
く
)
マ
受
け
付
け

期
間

6
月

1
日
j
同

日

マ

申

し

込
み
景
観
建
築
課
市
営
住
宅
係

場車-Z4 東
A
A
一品
曽
義協

庖

一

副

田

タ

針

-Z

ン

t
ア

セ

ま
れ
コ
グ

「
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
は
、
障
害
者
入
プ
ン

西
一
庖
ピ

の
か
た
を
福
祉
先
進
国
へ
派
遣
し
、
川
コ
堀
ツ

福
祉
制
度
、
福
祉
施
設
、
福
祉
の
ま
ト
A

八日九

ち
ゃ
つ
く
り
な
ど
の
百
回
止
事
青
の
視
察
田
庖
ふ
野

+
T
f

↑

，

上

町

お

だ

と
福
祉
関
係
者
と
の
交
流
を
し
て
い
ヤ
好
や
お

リ

J=一
I
U

た
だ
き
、
よ
り
社
会
参
加
を
促
進
す
マ
瓦
凪
し

る
た
め
に
、
長
野
県
身
体
障
害
者
福
底

1
ト
時

祉
協
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
庖
ン
上

岩
和
イ
コ

マ
派
遣
期
間

9
月

6
日
i
U
日
ヤ
秋
ヤ
ス

1
V

反

Y
ヤ

(
8
日
間
)
マ
派
遣
先
ア
メ
リ
カ
川
U
E
?
y

(
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
)
刷
出
出

ω

マ
募
集
人
員
障
害
者
全
県
で

6
司

担

問

団

，E
4
1
司

4
n
t

名
マ
・
申
し
込
み

6
月
ロ
日
ま
で
月
月
月
月

樟
害
者
「
ふ
れ
あ
い
の
旅
」

参
加
者
募
集福
祉
課
(
岡
③
5
1
3
0
)

ふ
れ
あ
い
の
旅
事
務
局
(
県
庁
障
害
福
祉
課
内
・

固
0
2
6
1
2
3
5
7
1
0
4

困
0
2
6
1
2
3
4
1
2
3
6
9
)



お知らせ

便利で確実な口座振替のご利用を

納期限6月1日(月)
・固定資産税 ー

(都市計画税) 1期
・軽自動車税 全期

川
を
汚
れ
か
ら
守
ろ
う

春
の
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

生
活
環
境
課
(
圃
⑫
5
1
2
0
)

信
濃
川
を
守
る
協
議
会
で
は
、

6

月

5
日
働
に
県
下
一
斉
春
の
河
川
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

河
川
へ
の
不
法
投
棄
や
水
辺
で
遊

ん
だ
あ
と
の
ご
み
の
散
乱
、
釣
り
の

あ
と
の
釣
糸
や
容
器
の
投
棄
が
目
立

ち
ま
す
。
放
置
す
る
と
水
質
が
汚
濁

合月
の
納税

し
、
川
の
景
観
が
損
な
わ
れ
ま
す
。

川
は
み
ん
な
の
財
産
。
気
持
ち
よ
く

川
で
遊
べ
る
よ
う
、
ご
み
は
放
置
せ

ず
持
ち
帰
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

「
産
業
情
報
便
利
帳
」

市
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
内
に
掲
載

商
工
課
(
m
l
ヨ
巴
一
一
芸

O
R
O
E
@の芝・
5
E・

言。ω
コ0
・
」
℃
・
固
⑫
5
3
9
5
)

市
で
は

4
月
初
日
よ
り
「
産
業
情

報
便
利
帳
」
を
上
田
市
ホ

l
ム
ぺ

l
ジ

内

(
E
1
¥¥老
若
者
・
。

5
・5
含・

5
窓口
0

・
甘
)
に
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

産
業
施
策
・
支
援
施
策
・
お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー
-
産
業
統
計
等
に
併
せ
て
、

「
長
野
県
商
工
ネ
ッ
ト
」
、
「

E
C
(
エ

相談名 日 時 会場など

6月12日後)
法
(律予約制相) 

圭面，3A4Z 13:30.--...15:30 
市役所6月26日佳) 生活環境課階

13:30.--...15:30 (本庁舎1~) 
6月11日(木) 包

土地建物相談 13:00.--...16:00 ⑫ 4 

人権・悩みごと相談
6月4日(木) 人権庁同和対策課
13:00.--... 16:00 O (南舎1階)

農地問題相談
6月1日伺) O 農業庁委員会
8 :30.--...17:00 (本舎2階)

イτ 政 中目 談
6月8日(月)

上回西武10:00.--...15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10:00.--...15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00.--...16 : 00 

社(n会@福8祉O協8議O会) 
法 f章 相 談 6月初日(土)
(予約制) 10:00.--...正午

!，E(. 章 キ自 =百s弘，jtE， 毎週土曜日
13・30.--...15: 30 

市吉 婚 本自 談
毎週水曜日

社(岱会@福3祉O協8議2会) 10:00.--...15:00 
i去 律 相 呈砂'Ad E 6月17日(水)
(予約制) 10:00，.....11 :30 

上(岱回@商4工5会O議O所) 
保険年金相談

毎週月~金曜日
9 :00.--...16:00 

市民事 相談 毎週月~金曜日
市
生活環境課

交通 故相談 9 :00.--...16:00 (本庁舎1階)

~Iè. a塁""'"呈 本目 吾白災'紅 毎週月~金曜日 役 (n③福2祉O課00) 9 :00.--...16:00 

母 子 相 談
毎週月~金曜日 所

(内福線祉1課608) 9 :00，.....16:00 

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上回(岱パ③ートサテライト内)8 :30，.....17:00 8 0 1 1) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日

子育部(n保て@支育3援園0セ内9相ン6談安)一(電話相談) 9・00.--...16: 00 
保育・子育て相談 毎週火・木曜B

南 軍

(面接相談) 9 :00.--...16:00 

月の相談

レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
コ
マ

l
ス
)
事
業

実
証
実
験
」
に
参
加
し
た
企
業
な
ど

の
協
力
を
得
、
市
の
企
業
情
報
(
印

社
程
度
)
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
広
く

地
域
に
情
報
を
広
め
、
地
域
産
業
の

次
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
細
江
英
公
(
東
京
都
)
様
/

ハ
リ
l
・

K
・
シ
ゲ
タ
資
料
一
式

マ
小
井
主
昭
二
(
下
川
原
柳
町
)
様
/

岩
波
世
界
児
童
文
学
集
(
全
お
巻
)

/
北
小
学
校
、
小
井
王
文
庫
と
し

て
マ
妙
光
寺
寒
修
行
の
会
様
/
3
0
0

0
0
円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

と
し
て

マ
日
本
電
信
電
話
側
上
田
営
業
支
庖

様
/
電
話
お
願
い
手
帳
川
部
、
ふ

れ
あ
い
速
達
便

1
0
0部

マ
春
原
松
二
(
院
内
)
様
/
介
護
支
援

ベ
ッ
ド

2
台
、
深
夜
電
気
温
水
器

1
台
/
報
恩
寮
へ

マ
沓
掛
正
彦
(
下
塩
尻
)
様
/
5
0
0

0
0
円
/
老
人
福
祉
の
た
め
に

マ
日
向
よ
里
子
(
川
辺
町
)
様
、
山
越

里
子
(
佐
久
市
)
様
/
シ
l
ツ

8
枚、

衣
類

3
点
/
福
祉
に
役
立
て
る
た

め
マ
N
T
T
移
動
通
信
網
側
様
/
救
急

自
動
車
心
電
図
伝
送
装
置
一
式

うるごえ;舌
ぞお意て性
〉間見ど化

工J子三
口 o

わ感、、な
せ想、弐げ
は、乙て

商リ 主主い
工ンナき
課クだ、た
まにさし
で関いと
どす O 考

.ウィークエンドリサイクル 6月の日程
回収時間は午前10時~正午 (時間厳守)。 家庭のびん、缶、

古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう。

マ
ち
ど
り
会
様
/
2
7
6
8
円
/
社

会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
上
田
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ

1
ゴ
ル
フ

大
会
実
行
委
員
会
様
/
9
7
5
7

7
0
円
/
上
田
市
文
化
振
興
基
金

へ
マ
東
塩
田
小
学
校

P
T
A
様
/
楽
器

-
点

マ
上
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
/
図

書

1
8
4冊
/
市
内
各
中
学
校
ヘ

マ
森
工
房
(
坂
城
町
)
様
/
東
山
魁
夷

作
リ
ト
グ
ラ
フ
(石
版
画
)1
点

マ
神
川
地
区
育
成
会
様
/
サ
ッ
カ
ー

ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト

1
点
/
神
川
小
学

校
へ

マ
池
田
正
治
(上
堀
)
様
/
図
書
1
2
4

冊
/
神
川
小
学
校
池
田
文
庫
と
し

て
マ
上
田
市
文
化
芸
術
協
会
様
/
3
0

0
0
0円
/

『
山
を
緑
に
』
植
林

の
た
め

マ
バ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
中
津
き
み
子

(
東
京
都
)
様
/
1
0
0
0
0
0円

/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
小
林
養
三
(
秋
和
)
様
/
瞬
間
体
温

計

5
台
/
報
思
寮
ヘ

マ
土
屋
経
一
郎
(
東
部
町
)
様
/
ち
り

と
り

4
8
0個
/
市
内
各
小
中
学

校
(
上
田
養
護
学
校
含
む
)
へ

10.5.16 [5J 



標準地なの所び在ー地住お表よび一地番 り標の準価地格1(7円7f/あ7たri) 対昇前率年(%上) 標の準用地途ら I~ 居ホ

緑が丘3-21-2 1 07， 000 。。 住宅地

大手 1-3 -11 1 8 5，0 0 0 ム1.1 住宅地
大字御所字下辻21 1番6 8 3，9 0 0 0.1 住宅地
緑が丘 1-6-1 1 1 1， 0 0 0 住宅地

常磐城3丁目 17 3 1番10 9 9， 800 住宅地

大字秋和字石ノ町575番7 8 2，0 0 0 住宅地

常入 1-7 -83 9 4，5 0 0 住宅地

大字上田原字谷口 827番6 7 4，0 0 0 住宅地

中央 1-3-7 6 2 4，0 0 0 商業地

中央6-1 -29 3 57， 000 ム6.5 商業地
中央西 1-15-30 2 4 9， 000 ム5.0 商業地
大字上回字馬飼免 1823番1外 1 60， 000 0.6 商業地
常田 2-7-8 231，000 商業地

~ 

.平成10年地価公示結果

平成10年地価公示発表
-Jfiii!!{盟霊-璽，:";，e，，i_

このほど国土庁から平成10年度の地価公示が発表されまし

た。地価公示は¥都市計画区域内の各地域で標準的な使われ

方をしている土地を選んで¥その適正価格を公表し¥県が行

う地価調査 (10月ころ公表〉とあわせて土地を売買する際の

目安にしていただくものです〈今回から¥市内の地価公示の

標準地が7か所増えてほか所となりました〉。

市役所4階〈用地調整〉¥各支所¥市立図書館で閲覧がで

きます。お気軽にお申し出くださ L¥。

落打
一
斉
に
窓
き
缶
拾
い

ム
環
境
美
化
運
動
の
日

明

生

活

環

境

課

(固
⑫
5
1
2
0
)

日

E
E
-
-配
同
寸
現
劃
劃
配
追
動

何
日
の
日
」
。
こ
の
日
は
、
近
年
社
会
問

削
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
缶
等
の
投
げ

呼
捨
て
な
ど
を
な
く
す
こ
と
を
ね
ら
い
と

醐
し
て
、
自
治
会
を
中
心
に
、
空
き
缶

(
拾
い
な
ど
が
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

「
あ
な
た
の
手
資
源
か
ご
み
か

の
分
か
れ
道
」
(
平
成
日
年
度
環

境
美
化
運
動
の
日
テ
l
マ
)

家
族
と
閉
じ
愛
情
で

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
/

上
田
保
健
所
(固
⑮
7
1
5
3
)

生
活
環
境
課
(固
⑫
5
1
2
0
)

6
月
は
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
普

及
月
間
で
す
。
動
物
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
深
め
、
家
族
と
同
じ
愛
情

を
持
っ
て
正
し
い
飼
い
方
を
す
る
こ

と
に
よ
り
人
と
動
物
と
が
い
っ
し
ょ
に

快
適
な
生
活
が
で
き
る
社
会
を
つ
く

る
こ
と
を
目
指
し
、
同
時
に
動
物
を

愛
護
す
る
気
持
ち
を
多
く
の
人
に
広

げ
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

動
物
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
注
意

を
し
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

-
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

マ
生
ま
れ
て
引
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、

市は、美しい自然と歴史的な遺産を後

世に残していくとともに、都市化が進展

する中で調和のとれた景観づくりの参考

とするため、「上田の景観」定点撮影を

実施します。

その撮影候補地について、皆さんから

の提案をお待ちしています。

[>候補地 ①山や川、田園風景などの

美しい自然景観。 ②市街地や旧街道沿

いに残る歴史的な街並み。 ③田畑が住

宅地に開発される等、今後の変化が予想

される場所など、あなたが写真による映

像記録を続けてほしい場所。 じ>選定

庁内で検討しν選定。 じ>撮影地市内

約200か所を予定。 じ>撮影 2年に 1

度の間隔で定点撮影。 [>連絡 6月5

日倹)までに、電話、はがきなどで景観建

築課 (個⑫5430)へO 提案の際は、候補
地の場所、選んだ理由のほか、あなたの

氏名、住所、電話番号もお願いします。

「上回の景観j 定点撮影

お勧めの場所を教えて

そ
の
犬
の
生
涯

1
回
の
登
録
と
毎

年

1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必

ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

マ
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

「
犬
の
ふ
ん
」
は
責
任
を
も
っ
て
始

末
ま
し
ょ
う
。

マ
犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
な
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

圃
猫
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

マ
責
任
を
持
っ
て
飼
い
、
の
ら
猫
を

増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
0

.
こ
の
月
間
中
に
犬
・
猫
の
不
妊
去

勢
手
術
を
受
け
る
と
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

-
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
り
、
犬
の
所

在
地
の
変
更
・
所
有
者
の
氏
名
ま
た

は
住
所
を
変
更
し
た
場
合
に
は
、
忘

れ
ず
に
生
活
環
境
課
窓
口
ま
で
印
鑑

を
持
参
し
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
(
死
亡
の
と
き
は
鑑
札
も
持
参
を
)
。

圃
親
子
映
画
会
『
そ
ん
ご
く
う
・
若

草
物
語
』
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

6
月
日
日
出
・
日
日
間

(
午
前
日
時
i
・
午
後
2
時
加
分
j
)

マ
定
員
各
国
先
着
目
名

.
第
刊
固
な
が
の
陶
芸
展
明

マ
と
き

6
月
比
日
目

i
初
日

ω

午
前
9
時
i
午
後
4
時
叩
分
マ
入

場
料
無
料

-
折
り
紙
教
室

マ
と
き

6
月
幻
自
由
午
前
日
時

i
正
午
・
午
後
1
時
j
同
3
時

マ

内

容

ス

イ

ミ

l
の
お
話
を
折
ろ
う

マ
参
加

料

一

人
3
0
0
円

マ

持
ち
物
お
持
ち
帰
り
用
の
袋

-
第
2
土
曜
日
・
第
4
土
曜
日

『
施
設
無
料
開
放
』

6
月
日
日
と
同
幻
日
は
小
・
中
学

生
と
同
伴
の
保
護
者
の
か
た
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
室
・
民
俗
資
料
館
・
体

育
館
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

講座名 実施日 対象者 定員(先着lID受講料申し込み(電話で)

中・高年入門 6月9日(刈 40歳以上
20名'
1000 6月2日(刈

パソコン教室 午前9時~午後4時 の初心者 円 午前9時から

親子パソコン教室 6月13日(土) IJ¥ • 中学生
20名 500円

6月7日(日)
(暑中見舞いをかこう)午前9時30分~午後3時30分 の子と親 午前9時から

パソコン教室 6月14日(日) 16歳以上
20名
3000 6月6日出

(基礎編) 午前9時~午後4時 の初心者 円 午前9時から

夜間パソコン 6月16日(火)・17日(水) 16歳以上
20名
3000 6月6日比)

教室(基礎編) 午後 6 時30分~g 時30分 の初心者 円 午後1時から

パソコン教室 6月20日(土j・21日(日)lo歳以上でキーボード・
20名
6000 6月7日(日)

(Wi ndows~Jマスター編 午前9時~午後4時 マウスを扱えるかた 円 午後1時から

パソコン教室

[6J 10.5.16. 

.6月の粗大ごみ回収日
6月20日(土)…塩田支所駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



『お年寄りのぼ(jjについての相談会
ご家庭で痴ほう老人のお世話に困って

いる力、た、どうぞお出かけくださ ¥'¥0

pとき 6月5日倒午後1時30分~同

4時30分 c>人数 3名までじ>相談担

当 国立小諸療養所副婦長・堀内静子さ

ん じ>問い合わせ 中央デイサービスセ

ンター〈固②41 26) 

市
職
員
人
事
異
動

-
部
長
・
参
事

マ
財
政
部
長
・
市
民
生
活
部
長
・
建
設
部
長
事

務
取
扱
を
解
く

(助
役
)
加
藤
勝
彦

マ
財
政

部
長

(政
策
推
進
部
参
事
)
荒
井
鉄
雄

マ
市

民
生
活
部
長

(消
防
部
長
)
宮
本
智
夫

マ
乳

児
院
長
事
務
取
扱
を
解
く

(
健
康
福
祉
部
長
)

内
藤
政
則

マ
建
設
部
長

(政
策
推
進
部
総
合

調
整
参
事
)
下
林
幸
雄

マ
市
民
会
館
長
事
務

取
扱
を
解
く

(教
育
次
長
)
宮
下
明
彦

マ
政

策
推
進
部
総
合
調
整
参
事

(公
園
緑
地
課
長
)

竹
鼻
靖
之

マ
消
防
部
長

(収
税
課
長
)
成
沢

宏
昭
-
課
長
・
主
幹

マ
用
地
調
整
主
幹
兼
上
田
市
土
地
開
発
公
社
派

遣

(用
地
調
整
主
幹
)
阪
口
太
作

マ
収
税
課

長

(生
活
環
境
課
長
)
成
沢
勝
利

マ
人
権
同

和
対
策
課
長
兼
中
央
解
放
会
館
長

(城
南
解
放

会
館
長
)
草
井
袈
裟
弘

マ
城
南
解
放
会
館
長

兼
城
南
公
民
館
長

(第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
)
村
田
道
雄

マ
生
活
環
境
課
長

(人
権

同
和
対
策
課
長
)
三
井
一
俊

マ
福
祉
課
母
子

児
童
係
長
・
福
祉
事
務
所
母
子
児
童
係
長
事
務

取
扱
を
解
く

(福
祉
課
長
)
関
陽

マ
乳
児
院

長
兼
務

(産
院
事
務
長
)
長
沢
知
能
…

マ
塩
田

事
業
所
長
事
務
取
扱

(福
祉
事
業
セ
ン
タ

所

長
)
赤
羽
善
碩

マ
公
園
緑
地
課
長

(下
水
道

課
長
)
矢
幡
正
夫

マ
公
園
緑
地
課
公
園
管
理

係
長
事
務
取
扱

(公
園
緑
地
課
公
園
管
理
主
幹
)

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
1
7
1」

ご
利
用
の
ご
案
内

N
T
T
(固
局
番
な
し
の
「

1
6
1
番
」
)

災
害
発
生
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
0

.
伝
言
の
再
生

①

1
7
1
に

ダ

イ

ヤ

ル

②

2
を
ダ

イ
ヤ
ル
③
被
災
地
の
か
た
の
電
話

番
号
を
市
外
局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル

④
伝
言
の
再
生

田
伝
言
の
録
音

①
1
7
1
に

ダ

イ

ヤ

ル

②

1
を
ダ

イ
ヤ
ル
③
被
災
地
の
か
た
の
電
話

滝
沢
重
美

マ
管
理
課
長

(商
工
課
企
業
立
地

主
幹
)
清
水
明

マ
管
理
課
長
兼
務
を
解
く

(土
木
課
長
)
小
林
憲
和

マ
消
防
部
警
防
第

二
課
長

(消
防
部
警
防
第
三
課
長
)
中
村
牧
雄

マ
消
防
部
警
防
第
二
課
長
兼
務
を
解
く

(消

防
部
警
防
第
四
課
長
)
小
出
光
夫

マ
下
水
道

課
長

(用
地
調
整
主
幹
)
池
内
孝
一

マ
第
一

学
校
給
食
セ
ン
タ
所
長

(政
策
推
進
部
付
)

関
勇
次

マ
企
画
課
市
制
施
行
問
周
年
記
念
事

業
主
幹

(企
画
課
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
担
当

係
長
)
宮
下
省
二

マ
企
画
課
女
性
政
策
、王
幹

(福
祉
課
課
長
補
佐
兼
医
療
給
付
係
長
)
須
藤

栄
子

マ
商
工
課
企
業
立
地
主
幹

(農
林
課
課

長
補
佐
兼
総
合
整
備
担
当
係
長
)
清
水
恵
隆

マ
消
防
部
警
防
第
三
課
長

(消
防
部
総
務
課
課

長
補
佐
)
市
川
武
徳

マ
市
民
会
館
長

(計
画

管
理
課
課
長
補
佐
兼
営
業
係
長
)
笠
原
敏
司

-
課
長
補
佐
・
副
主
幹

マ
企
画
課
付
兼
財
団
法
人
上
田
市
地
域
振
興
事

業
団
派
遣

(農
林
課
課
長
補
佐
兼
総
合
整
備
担

当
係
長
)
赤
羽
武
幸

マ
企
画
課
市
制
施
行
別

周
年
記
念
事
業
担
当
係
長
兼
務

(企
画
課
課
長

補
佐
兼
企
画
調
整
担
当
係
長
)
原
沢
尚
穂

マ

川
西
支
所
次
長
補
佐
兼
庶
務
企
画
係
長
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
農
地
担
当
係
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

(公
園
緑
地
課
課
長
補
佐
兼
公
園

管
理
係
長
)
平
林
裕
蔵

マ
財
政
課
課
長
補
佐

兼
財
政
担
当
係
長
(
環
境
業
務
課
課
長
補
佐
兼

管
理
計
画
係
長
)
大
友
直
史

マ
管
財
課
課
長

補
佐
兼
庁
舎
管
理
係
長

(福
祉
課
課
長
補
佐
兼

社
会
係
長
)
田
中
行
房

マ
税
務
課
課
長
補
佐

兼
資
産
税
係
長

(福
祉
事
業
セ
ン
タ

所

長

補

番
号
を
市
外
局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル

④
伝
言
を
録
音

民
事
介
入
暴
力
一
日
相
談
所

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

(固
0
2
6
1
2
3
5
1
2
1
4
0
)

警
察
と
弁
護
士
会
、
長
野
県
暴
力

追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
民
事
介

入
暴
力
一
日
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

マ
と
き

6
月
7
日
目
午
後

1
時

1
4時
マ
と
こ
ろ
上
田
創
造
館

2
階

マ

そ

の

他

相

談

は

無

料

佐
兼
塩
田
事
業
所
長
)
清
水
邦
雄

マ
環
境
業

務
課
課
長
補
佐
兼
管
理
計
画
係
長

(環
境
業
務

課
課
長
補
佐
兼
収
集
リ
サ
イ
ク
ル
係
長
)
滝
沢

幹
男

マ
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
兼
保
健
地
域

医
療
係
長

(計
画
管
理
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
企

画
担
当
係
長
)
込
山
祥
治

マ
健
康
推
進
課
課

長
補
佐
兼
介
護
保
険
担
当
係
長

(総
務
課
課
長

補
佐
兼
行
政
管
理
係
長
)
岩
倉
範
明

マ
保
育

課
課
長
補
佐
兼
保
育
係
長
兼
施
設
係
長

(上
田

地
域
広
域
連
合
派
遣
)
横
尾
正
広

マ
街
区
振

興
課
課
長
補
佐
兼
街
区
振
興
担
当
係
長

(体
育

課
課
長
補
佐
兼
施
設
係
長
)
手
塚
正
明

マ
農

林
課
課
長
補
佐
兼
総
合
整
備
担
当
係
長

(農
業

委
昌
一
会
事
務
局
局
長
補
佐
兼
農
地
担
当
係
長
)

竹
内
義
彦

マ
管
理
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長

(庶
務
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
)
古
平
実

マ
土
木
課
課
長
補
佐
兼
土
木
第
二
係
長

(交
通

対
策
課
課
長
補
佐
兼
交
通
対
策
担
当
係
長
)
柳

沢
静
夫

マ
土
木
課
課
長
補
佐
兼
関
連
事
業
係

長

(土
地
改
良
課
課
長
補
佐
兼
管
理
計
画
担
当

係
長
)
伊
藤
誠
暗

マ
交
通
対
策
課
課
長
補
佐

兼
交
通
対
策
担
当
係
長

(土
木
課
課
長
補
佐
兼

関
連
事
業
係
長
)
酒
井
澄
幸

マ
消
防
部
総
務

課
課
長
補
佐

(消
防
部
警
防
第
一
課
課
長
補
佐
)

小
坂
井
正
明

マ
消
防
部
警
防
第
一
課
課
長
補

佐

(消
防
部
予
防
課
課
長
補
佐
)
福
沢
虎
治

マ
上
回
南
部
消
防
署
予
防
係
長
兼
務
を
解
く

(
消
防
部
警
防
第
二
課
課
長
補
佐
)
小
林
良
次

マ
消
防
部
警
防
第
三
課
課
長
補
佐

(消
防
部

警
防
第
四
課
課
長
補
佐
)
宮
下
勝
利

マ
計
画

管
理
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
企
画
担
当
係
長

(税

務
課
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係
長
)
西
沢
規
俊

ホームタンクからの
油漏れ事故防止
最近、ホームタンクからの油漏れ事故が

多く発生しています。取り扱いに注意し¥

油漏れ事故をなくしましょう O

.点検・注意事項

①ホームタンクが傾いていないか

②バルブや配管に亀裂や漏れがないか

③防;由堤内に水などがたまっていないか

④ホームタンクから給油中に¥その場を離

れないこと

マ
庶
務
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長

(財
政
課
課

長
補
佐
兼
財
政
担
当
係
長
)
武
井
繁
樹

マ
体

育
課
課
長
補
佐
兼
施
設
係
長

(保
育
課
課
長
補

佐
兼
保
育
係
長
兼
施
設
係
長
)
西
沢
敏
文

マ

農
業
委
員
会
事
務
局
局
長
補
佐
兼
農
地
担
当
係

長

(管
理
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
)
林
春
男

マ
企
画
課
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
担
当
係
長

兼
企
画
課
市
制
施
行
印
周
年
記
念
事
業
担
当
係

長

(文
化
課
文
化
財
係
長
)
岡
田
洋

一

マ
総

務
課
課
長
補
佐
兼
文
書
法
規
係
長

(総
務
課
文

書
法
規
係
長
)
足
立
則
男

マ
市
民
課
課
長
補

佐
兼
戸
籍
係
長

(市
民
課
戸
籍
係
長
)
林
慧
子

マ
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
兼
健
康
相
談
係
長

(健
康
推
進
課
健
康
相
談
係
長
)
宮
入
典
子

マ
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
兼
福
祉
事
務

所
福
祉
係
長
兼
査
察
指
導
昌
一

(福
祉
課
福
祉
係

長
)
細
川
裕
夫

マ
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
母
子

児
童
係
長
兼
福
祉
事
務
所
母
子
児
童
係
長

(消

防
部
係
長
)
井
沢
純
子

マ
福
祉
課
課
長
補
佐

兼
医
療
給
付
係
長

(国
保
年
金
課
国
民
健
康
保

険
係
長
)
森
山
末
子

マ
乳
児
院
院
長
補
佐
兼

婦
長

(乳
児
院
婦
長
)
竹
田
和
子

マ
保
育
課

課
長
補
佐
兼
川
辺
保
育
園
長

(川
辺
保
育
園
長
)

塩
入
敦
子

マ
消
防
部
警
防
第
一
課
課
長
補
佐

(消
防
部
係
長
)
小
河
原
敏
宣

マ
上
水
道
課

課
長
補
佐
兼
水
道
施
設
担
当
係
長

(上
水
道
課

水
道
施
設
担
当
係
長
)
松
崎
修
一

マ
会
計
課

課
長
補
佐
兼
調
査
係
長

(会
計
課
調
査
係
長
)

松
井
順
子

-
係
長

マ
企
画
課
市
制
施
行
印
周
年
記
念
事
業
担
当
係

長
兼
務

(企
画
課
企
画
調
整
担
当
係
長
)
浅
野

. 
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之
宏

マ
企
画
課
市
制
施
行
印
周
年
記
念
事
業

担
当
係
長
兼
務

(企
画
課
企
画
調
整
担
当
係
長
)

小
宮
山
幸
男

マ
総
務
課
行
政
管
理
係
長

(管

財
課
庁
舎
管
理
係
長
)
田
古
島
博
志

マ
産
院

業
務
係
長

(健
康
推
進
課
保
健
地
域
医
療
係
長
)

曲
尾
泰
彦

マ
土
地
改
良
課
管
理
計
画
担
当
係

長

(土
木
課
土
木
第
二
係
長
)
西
林
敏
行

マ

市
街
地
整
備
課
市
街
地
整
備
担
当
係
長

(川
西

支
所
庶
務
企
画
係
長
)
高
橋
義
幸

マ
計
画
管

理
課
営
業
係
長

(産
院
業
務
係
長
)
竹
内
正
弘

マ
文
化
課
文
化
財
係
長

(生
涯
学
習
課
青
少

年
係
長
)
細
川
修

マ
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
次
長

(景
観
建
築
課
景
観
担
当
係
長
)
柳
沢

賢

一

マ
生
活
環
境
課
生
活
係
長
兼
市
民
相
談

担
当
係
長

(塩
田
支
所
主
査
)
元
木
光
子

マ

環
境
業
務
課
収
集
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

(生
活
環

境
課
主
査
)
宮
之
上
康
昭

マ
福
祉
課
社
会
係

長
兼
福
祉
事
務
所
社
会
係
長

(情
報
推
進
課
主

査
)
徳
永
暁
重

マ
国
保
年
金
課
国
民
健
康
保

険
係
長

(
西
部
公
民
館
主
査
)
大
塚
み
ち
子

マ
農
林
課
総
合
整
備
担
当
係
長
兼
財
団
法
人
上

田
市
地
域
振
興
事
業
団
派
遣

(土
地
改
良
課
主

査
)
斉
藤
悦
男

マ
消
防
部
係
長

(農
林
課
主

査
)
射
手
一
房
代

マ
消
防
部
係
長

(消
防
部
主

査
)
花
岡
啓
二

マ
消
防
部
係
長

(消
防
部
主

査
)
清
水
英
憲

マ
生
涯
学
習
課
青
少
年
係
長

(庶
務
課
主
査
)
小
林
栄
子

マ
上
田
地
域
広

域
連
合
事
務
局
庶
務
係
長
(
上
田
広
域
連
合
事

務
局
主
査
)
岩
倉
光
男

70.5.76 [7J 



探烏会
bとき 6月7日(日)午前4時~正午
(雨天決行) [>ところ 軽井沢町「国

設野鳥の森」周辺 [>集合 中央公民

館総合駐車場(午前3時50分までに集

合) [>講師茂木文雄さん、中村賢

士さん じ〉定員 20名(先着順) じ>参

加料大人1000円、子ども800

円 b申し込み 5月28日同から参加
料を添えて中央公民館へ。[>問い合

わせ 中央公民館固@0760

家庭教育セミナー(乳幼児学級) 第27回
-家庭教育セミナ一日程

回 と き 内 老。句婆、 E黄 師
1 1 6月15日(月)親子で遊ぼっ 犬飼巳紀子さん

217月29日(7]<)家庭での子ともの誤飲について 楽剤師さん
318月5日(7]<)乳幼児の健康と生活 甲藤一男さん

41 9月8日(刈 図書館研修(絵本の森美術館)稲垣勇ーさん
10月6日(刈

乳幼児のための料理教室
三木千鶴子さん

51 io月13日(火) 田中里絵さん

6111月17日(火)パネルシアター (幼児と共に)伊牒理恵さん
7112月22日(火) しつけと家庭教育 上原貴夫さん

81 1月19日(火)歯の健康と生活 安斎理江さん

912月16日(火)絵本の世界 小山仁美さん

101 3月9日(刈 子育てQ&A (入国を前に) 表 祥子さん

じ>時間午前10時~正午

bところ 中央公民館 [>定

員 40名(先着順) [>参加料

800円じ>保育第4・6

回の講座をのぞき、保育を行

います。[>申し込み 5月

25日(月)から参加料を添えて中

央公民館へ。 じ>問い合わせ

中央公民館岡⑫0760

教育博
物
館
講
座
開
講

せ
ん
ご
く

ー
仙
石
氏
と
そ
の
時
代
i

市
立
博
物
館
(固
⑫
1
2
7
4
)

真
田
氏
の
後
を
'
つ
け
て
、
江
戸
時

代
前
期
に

3
代
に
わ
た
っ
て
上
田
に

在
城
し
た
仙
石
氏
と
そ
の
時
代
の
上

田
に
焦
点
を
あ
て
て
の
勉
強
会
で
す
。

.博物館講座日程

とき・ところ ァーマ

6月27日(士)
仙石氏の系譜

市民会館会議室

7月25日仕)
仙石氏家臣団

市民会館会議室

8月29日(土) 仙石氏時代の
市民会館会議室 城下町

9月26日(士)
仙石氏の郷村政策

観光会館会議室

11月 1日(日) 看板
観光会館会議室 -近世よ田の商家-

マ
時

間

午

後

1
時

ω分
1
3
時

初
分
マ
講
師
上
田
市
誌
編
さ
ん

委
員
・
尾
崎
行
也
さ
ん
マ
定
員

ω名
マ
受
講
料

8
0
0円

マ

申

し

込

み

受
講
料
を
添
え
て
博
物

館
へ古

文
書
講
習
会
開
講

市
立
博
物
館
(固
⑫
1
2
7
4
)

江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
の

文
書
の
解
読
講
習
会
を
聞
き
ま
す
。

生
の
史
料
に
よ
る
上
田
の
歴
史
の
勉

強
会
で
も
あ
り
ま
す
。
初
心
者
の
参

加
も
歓
迎
し
ま
す
。

マ
と
き

6
月
日
日

i
来
年

3
月

の
毎
月
第

2
土
曜
日
午
後

1
時
加
分

1
4
時

マ
と
こ
ろ
山
本
鼎
記
念

館

講

習

室

ほ

か

マ

講

師

博

物

館

学

芸

員

マ

定

員

別

名

マ
受
講

料

2
5
0
0円

マ
申
し
込
み

受
講
料
を
添
え
て
博
物
館
へ

信
濃
国
分
寺
資
料
館

市
民
講
座
開
講

信
濃
国
分
寺
資
料
館

(圃
⑫

8
7
0
6
)

-市民講座日程

とき ァーマ・講師

6月14日(日)桜坂古窯士止と明科廃寺
明科町教育委員会文化財担当・大津哲さん

7月5日(日)古代信濃の牧-東信濃を中心にして一
望月町教育委員会係長・福島邦男さん

8月23日(日)
信濃の古代と屋代木簡

長野県立歴史館専門主事・i専田伊史さん

9月20日(日)平安時代の信濃
長野県立歴史館専門主事・福島正樹さん

10月4日(日)国府を考える
東部町公民館長・石川好ーさん

マ

時

間

午

後

1
時
加
分
1
3
時

別
分

マ
と
こ
ろ
信
濃
国
分
寺
資

料

館

マ

定

昌

一

切

名

マ

受

講

料

1
0
0
0円

マ
申

し

込

み

電

話
で
信
濃
国
分
寺
資
料
館
へ
。

5
月

お
日
出
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

山
本
鼎
記
念
館

美
術
講
座
開
講

山
本
鼎
記
念
館

(固
⑫

2
6
9
3
)

.美術講座日程

回 とき ア マ・講師

第一回 5月30日(士)
宮芳平・祈りの世界

豊科近代美術館学芸員・堀切正人さん

第二回 7月18日(土)東山魁実の美の世界
信濃美術館学芸課長・下平正樹さん

美術館
8月22日(土)

軽井沢方面

巡り 一紀会委員・米津福祐さん

第三回 9月6日(日)平塚運一・木版画の世界
須坂版画美術館学芸員・波岸康幸さん

第四回 10月31日(土)
浮世絵の美とその歴史

日本浮世絵博物館長・酒井雁高さん

マ
時

間

午

後

1
時

ω分
1
3
時

加
分

マ
と
こ

ろ

市

民

会

館

2
階

会

議

室

マ

受

講

料

8
0
0
円

(た
だ
し
、

美
術
館
巡
り
の
参
/
加
者
は、

別
に

3
8
0
0円
必
要
で
す
)

マ

申
し
込
み

5
月
白
日
間
ま
で
に
受

講
料
を
添
え
て
山
本
鼎
記
念
館
へ

(
各
回
ご
と
の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
一
括
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
)

栂
池
自
然
観
察
講
座
開
講

ー
自
然
を
知
り
、
自
然
に
学
ぶ
|

文
化
課

(固
⑧
5
1
0
2
)

-
講
義
日
本
有
数
の
高
層
湿
原
群
で
、

高

[8J 

山
植
物
の
宝
庫
で
も
あ
る
栂
池
自
然

園
。
栂
池
の
地
質
、
動
植
物
な
ど
を

通
し
て
自
然
を
知
り
、
自
然
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

7
月
日
日
附
午
後

1
時

1
4
時
加
分

マ
と
こ
ろ

中
央
公

民
館

マ
講
師
地
質
学
・
:
信
州
大

学
名
誉
教
授
・

田
中
邦
雄
さ
ん
、
植

物
生
態
学
・
自
然
保
護
・:
信
州
大
学

農
学
部
教
授
・
土
田
勝
義
さ
ん
、
動

物
生
態
学
・
:
信
州
大
学
農
学
部
教
授
・

吉

田

利

男

さ

ん

マ

定

員

初

名

マ
受
講
料

5
0
0円

-
現
地
学
習

7
月
日
日
の
講
義
を
も
と
に
、
先

生
が
た
と
栂
池
自
然
園
を
歩
き
ま
す
。

マ
と
き

7
月
初
仏
日
側
午
前

7
時

i
午
後

6
時

加

分

マ

集

合

午

前

6
時
日
分
、
上
田
駅
前

マ
見
学
場

所
栂
池
自
然
園
(
小
谷
村
)

マ

講
師

講
義
と
同
じ
先
生
が
た

マ

定
員

ω名
マ
受
講
料

9
5
0

0
円

マ
そ
の
他

現

地

学
習
に
参

加
さ
れ
る
か
た
は
、
必
ず

7
月
日
日

の
講
義
も
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

-
申
し
込
み
官
製
は
が
き
に
、
①

講
座
名

「
自
然
観
察
講
座
」
講
義
ま

た
は
現
地
学
習
②
住
所
、
氏
名
、

電

話
番
号
を
記
入
し
、

6
月

1
日
間
ま

で
に
、
八
十
二
文
化
財
団
(
干

3
8

0
1
0
9
3
6長
野
市
岡
田

1
7
8

ー
ロ
八
十
二
別
館
内
)
へ
。
は
が
き

1
枚
で

2
人
ま
で
申
し
込
み
で
き
ま

す
が
、
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。
な

70.5.76 



お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
、
現
地
学

習
の
み
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

園
に
植
物
を
植
栽
し
、
そ
の
育
成
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で
は
、

万
葉
植
物
や
万
葉
集
な
ど
に
つ
い
て

の
研
修
会
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

万
葉
植
物
や
万
葉
集
に
関
心
の
あ

る
か
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

で
き
る
か
た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

陸上競技場で自分の力を試してみませんか/

bとき 6 月 21 日 (日)午前 8 時30分~ (小雨決行〉

bところ市営陸上競技場 じ>対象 市内在住の一般
男女、市内通学の小学校4年生~6 年生及び中学生男女

[>種目 ①小学校4年生~6年生及び中学生男女: 1 

OOm・1000m・走幅跳・ソフトボール投げ・ 100

mx4 (小学校5・6年生及び中学生男女) ②一般男

女(学生をのぞく) : 100m・1500m・立幅跳・

ソヴトボール投げ じ>参加料 200円 (保険料を含む〉

b申し込み 5 月 18 日(月)~6 月 5 日佳)に参加料を添えて

体育課へ(小中学生は各学校で受け付けます)

bとき 7 月 14 日 ~7月 29 日の火・水・木・金曜日 10

回午前 6 時~7 時 15分 bところ 市営庭球場西コート
(3面〉 じ>対象市内在住か在勤の一般男女 じ>定員

40名 じ>参加料 4000円 b申し込み 5月18日(月)
~7月 3 日(鎖に参加料を添えて体育課へ

マレットゴルフ初心者講習会
bとき 6月7日(日)午前8時~正午 bところ 千曲
川市民緑地マレットゴルフ場 (小牧橋下集合) じ>対象

市内在住で20歳以上のかた b日程 午前 8 時~8 時 15

分受付、 8 時30分~9 時30分基本・マナー・ルール説明、

9 時35分~11時50分実技、正午終了 じ>参加料 300 

円 b申し込み 5 月 20 日附~6 月 l 日何)に参加料を添

えて体育課へ

市民ゴルフ大会(5月31日(日)菅平カントリークラブ〕
申し込み受け付け中。早めに体育課へ。

市民陸上カーニバル

看
板
・
広
告
類
な
ど
の

資
料
さ
が
し
の
お
願
い

市
立
博
物
館
(
圃
⑫
1
2
7
4
)

博
物
館
で
は
、
今
年
秋
に
、
江
戸

時
代
か
ら
昭
和
戦
前
(
場
合
に
よ
っ

て
は
昭
和
初
年
代
)
こ
ろ
ま
で
の
、

上
田
の
町
や
現
在
の
上
田
市
域
を
中

心
と
す
る
商
家
の
看
板
や
、
の
れ
ん
・

広
告
・
引
札
類
を
広
く
お
借
り
し
て

の
展
覧
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
を
所
蔵
の
か
た
、

ま
た
、
所
在
を
ご
存
じ
の
か
た
は
、

博
物
館
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

市
営
ブ
ー
ル

監
視
員
を
募
集

早朝テニス教室

体
育
セ
ン
タ
ー
(
固
⑧
0
8
2
3
)

マ
対
象
健
康
で
水
泳
経
験
の
あ

る
お
歳
ま
で
の
か
た
(
高
校
生
以
下

は
の
ぞ
く
)

マ
期
間

6
月
中
旬

i
9月
初
旬

マ
勤

務

時

間

午

前

8
時
初
分

i
午
後

5
時

日

分

マ

給

料

日

給

5
5
7
0
円

マ

募

集

人

員

若

干

名

マ

申

し

込

み

履

歴

書
を
添
え
て
体
育
セ
ン
タ
ー
(
市
民
体

育
館
内
)
へ

万
葉
横
物
閤
育
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

信
濃
国
分
寺
資
料
館

(固
⑫
8
7
0
6
)

信
濃
国
分
寺
資
料
館
で
は
、
信
濃

国
分
寺
跡
史
跡
公
圏
内
の
万
葉
植
物

この大会は、市内10会場で地区予選を行い、上位3チー
ムが決勝大会へ進みます。

[>種目 スマイルボウリング じ>対象 チームは、市内

在住の60歳以上のかたで、同一自治会居住の5人1組で編
成してください。それぞれ居住されている地区ごとに会場が

設定されていますので、お間違いのないように申し込みくだ

さい。[>申し込み 5月22日峰)まで、に体育課へ

と き と '- ろ

6月2日(火) 上野が丘社会体育館

6月5日(創 上 田 倉IJ L‘aE = 館

6月9日伏) )11 西 社 dZh玄h 体 育 館

6月12日(劃 t孟 田 公 民 館

6月16日(火) 勤労者体育センター(中央公民館地区)

6月19日(到 |日 西 塩 田 品てL子4 校

6月23日(火) 神 )11 地 区 公 民 館

6月25日(木) 農村環境改善センター

6月30日(火) 勤労者体育センター(西部公民館地区)

7月3日(針 塩 尻 地 区 公 民 館

体育課固⑫51 05 

マンドリン
演奏会
マンドリンによるバ

ロック音楽をお楽し

みください。

6月27日(土)午後6酬開演
旧軍教師館(下之郷・リサーチパーク

じ>入場料一人500円
[>定員 30人(先着順〉
じ>演奏 小山益雄さん・小山優子さ

ん(マンドリン) ・小宮山利絵さん

(鍵盤) [>プログラム J.C.シュリ
ック :喜遊曲 ニ長調/J.A.ハッセ
.トリオソナタ ト長調/P.カンチェ
ロ :トリオハ長調 ほか

b申し込み 5月21日(ボから文化課
(固⑫51 02)で受け付けます。

第6回シルパースポーツ大会

.シルバースポーツ大会日程

10.5.16 [9J 



『
休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
・
上
田
南
部
消
防
署
(
固
⑩
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

[10J 

E 

ばて防止~元気の出る食事J(管理栄養士・ 三木千鶴
子さん) じ>内容 講演と調理実習、話し合い、保健

婦による健康相談など じ>持ち物 エプロンと材料費

500円 じ>問い合わせ健康推進課(固⑫8244)

D U G H 

ド
T L A E H 

| 健康推進課(圃⑫似
.日本脳炎予防接種2回目[集団予防接*11
じ>対象者 ①初回:平成6年6月1日~平成7年1

月31日の聞に生まれたお子さん、 4月の個別接種対象

者 (平成7年2月1日~平成7年9月30日生まれ〉で

未接種のお子さん ②追加:平成9年度に集団接種ま

たは個別接種で初回の2回を接種しであるお子さん

③平成6年5月31日以前に生まれ、初回・追加が完了

していないお子さん(ただし7歳6か月未満〉 じ>受

付時間 午後1時30分'""2時10分 (受付時間終了が早

くなりましたので、ご注意ください〉 ※接種方法・

持ち物・注意事項は、広報4月16日号をご覧ください0

.日本脳炎予防接種2回目実施計画表

.見直してみませんか?あなたのからだ、

40歳健診を実施します

やすらぎの会とは、乳房の手術を経験され、病と闘っ

ている皆さんのふれあう場です。会のなかでは、いろ

いろな事を学んだり、話したりしていますO どなたで

も参加できますので、お気軽にお出掛けください。

平成10年度の1回目は、夏場を元気に過ごしていただ

くために栄養士さんのお話と調理実習です。

bとき 6月8日(月)午前9時30分~正午 bところ
保健センター (市役所南庁舎2階〉 じ>演題 「夏

.~、.~、.~、.~、.~、.~、.~、.~、. ・保健センター(市役所南序舎2階)
.、~.、~.、~.、~.、~.、~.、~.、 | 健康診査 | 実施日 | 生年月日

6月の乳幼児健康診査 ・教室 I 4カ月 | 6月11日 10. 1 .16~ 1.31 
(固⑫8244) w月16日 10.2.1 ~ 2.15 

.~、.~、.~、.~、.~、 .A. .i 6 月 10 日 9.7 .16~ 7 .31 
tt...~~-~~~~.. 10ヵ月 | l 
.、~.、~.、~.、~.、~.、，・、，・ |6月 17 日 9.8.1 ~8.15 

じ>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・ I ~ ... _ . ~ I 6月9日 8.11.16~11 .3 0 
1 1歳6ヵ月 1 1 

1 歳 6 か月児・ 3 歳児)…午後 1 時~2時 ②2歳児教室… | 6月四日 8 .12. 1 ~ 12.15 

午後 1 時~1 時15分 じ>持ち物 ①乳幼児健康診査…母 6月3日 7.5.1 ~5.15 
3歳 | l

子健康手帳、健康診査票、 パスタオル、おむつ、赤ちゃ | 6月30日 7.5.16~5.31 

ん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)04か月・10か月・ 1 I I'¥...LJ;;. 11:1 :J<J-r=. I 6月2日 8.3.1 ~3.15 
12歳児教室 ! l 

歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に記入 | 6月23日 8.3.16----3.31 

してお持ちくださ l¥o3歳児は、健康診査票と視聴覚検 ・塩田母子健康センター(塩田・川西地区のかたのみ)

査のア ンケートをお送りしますので、ご記入のうえ、お | 4カ月 C 1=l1nn  10.1.16----2.15 
6月19日持ちくださし ¥0 また、尿検査の容器もお持ちください。 I10カ月 vnlOU  9.7.16----8.15 

②2歳児教室…母子健康手帳、おたずね用紙、歯ブラ ・川西社会福祉センター(塩田・川西地区のかたのみ)

シ、コップ、おやつ代(実費)、 おやつ用はし ・スプーン ・ 3歳 6月5日 7.4.1 ----5.31 

フォークなどとお皿 |2歳児教室 6月24日 8.3.1 ----4.30 

iz=Eh z 場 2回目 対象地区

上田市役所南庁舎
5月22日(金)南部・中央

2階保健センター 西部 (下紺屋町・鎌原)

)11 辺 町会 館 5月26日(火)川辺 (上田原・川辺町・倉升・下之条)

文化センター 6月4日(木)
東部・神)11(上堀・国分)
神科 (染屋)

塩田母子健康センター 5月26日(火)中塩:田

川西社会福祉センター 6月4日(木)
川西・泉田
川辺 (築地・東築地)

ネ申手ヰ (伊勢山・富士見台・畑山・住吉
上野が丘公民館 6月5日(金) が丘・野竹・神科新屋・西野竹・

笹井・)11原・岩門)

西部公民 館 6月5日(金)
西部 (下紺屋町・鎌原を除く)
塩尻

城南公民 館 6月10日(水)城下 (中之条・千曲町)

神手ヰ (長島・大久保・金剛寺・蛇沢・
上野が丘公民館 6月10日(水) 金井)

豆民謁豆民R又JL 

)11 辺 町会 館 6月11日(木)
川辺 (神畑)
城下 (中之条・干曲町を除く)

塩田母子健康センター 6月11日(木)東塩田・西塩田・月IJ所

文化センター 3階
6月9日(火)北部

大会議室

神川地区公民館 6月9日(火)神川 (上堀・国分を除く)

あらたに今年度40歳になるかた(昭和33年4月1日

~同34年3月31日生まれの市民約1，500人)に、各自

治会の保健補導員さんが、個別に成人病予防について

の『おたずね』や『検診の申込書』、健康に関する情

報などをお配りします。

また、記入いただいたおたずねや申込書を回収させ

ていただく際に、各検診の無料受診券をお渡ししますO

壮年期の入り口で、すO ぜひ、この機会に自分の健康

について振り返ってみませんか。

.受診料が無料となる検診は、次の5項目です

集団検診①胃検診、 ②乳房検診[女性のみ]、③肺

がん検診、医療機関での検診①基本健康診査、 ②子宮

がん検診

健診の対象になるかたで¥6月になっても保健補導

員さんが伺わない場合には、健康推進課 (固@824

4)までお問い合わせください。

[やすらぎの会].乳房手術経験者の会

し

70.5.76 
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上回生まれの「ウッドカーリング」も体験

第27回うえだこどもまつり

際上田市教育委員会

o 

)> 5
月
5
日
こ
ど
も
の
日
。
上
田
城
跡
公
圏
内
で
は
「
飛
ば
そ
う
よ
大
き
な
夢
を

大
空
へ
/
」
を
メ
イ
ン
テ

l
マ
に
、
う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
の

第
幻
回
う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

公
園
内
一
帯
で
は
、
各
種
青
年
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、

お
お
ぜ
い
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。

室
内
で
は
、
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
正
式
種
目
に
な
っ
た
カ

l
リ
ン
グ
の

楽
し
さ
を
、
手
軽
に
体
験
で
き
る
よ
う
に
と
考
案
さ
れ
た
「
ウ
ッ
ド
カ

l
リ
ン
グ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
上
回
千
曲
高
校
の
相
原
先
生
が
考
案
し
た
も
の
で
、

底
に
キ
ャ
ス
タ
ー
が
つ

い
た
木
製
の
「
ス
ト
ー
ン
」
を
床
に
滑
ら
せ
、
氷
上
の
カ

1
リ
ン
グ
と
同
じ
よ
う
に
得
点
を
競
う
も
の
で
、
参
加
し
て
い
た
親
子
は
、
楽
し

そ
う
に
何
度
も
挑
戦
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

手作りたこコーナー

10.5.16 

自然の中に隠された人工物を捜すネイチャーゲーム

「
l
l
J
a----

d
E

・・・
F
E
E
E
」
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5
市
内
学
校
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て

10.5.16 

こ2

ン
ビ
こL

最
近
で
は
、
多
く
の
家
庭
で
パ
ソ
コ
ン
を
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
年
賀
状
を
作
っ
た

り
、
お
母
さ
ん
が
家
計
簿
を
つ
け
た
り
:
・
。
現
在
、
上

田
市
内
の
小
中
学
校
に
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
教
室
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

使
っ
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

め
の
教
具
と
し
て
主
に
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
教
わ
る

た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
向
き
合
い
ま
す
。
学

校
の
役
割
の
中
心
が
基
礎
・
基
本
の
習
得
で
あ

る
以
上
、
学
力
の
ま
宥
を
目
標
と
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
利
用
は
、
今
後
も
学
校
に
お
け
る
中
心
的

役
割
を
担
う
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
急
速
な
技
術
革
新
を

背
景
に
、
よ
り
安
価
で
扱
い
や
す
く
な
っ
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
も
は
や
特
別
の
機
器
で
は
な

く
、
家
電
製
品
並
み
に
家
庭
や
個
人
に
普
及
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
お
な
じ
み
の
ワ
ー
プ
ロ
や
表

計
算
の
機
能
は
、
筆
や
そ
ろ
ば
ん
に
代
わ
っ
て
、

コ
ジ
ビ
ュ
i
タ
利
用
教
育

上
田
市
で
は
、
平
成

2
年
度
か
ら
各
学
校
に

特
別
教
室
を
設
け
、
計
画
的
な
整
円
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
配
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成

8
年
度

に
は
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
配
備
を
終
え
、
現
在
、
中
学
校
の
配
備
台
数

の
増
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

学
級
を
単
位
と
し
た
一
斉
学
習
が
基
本
と
な

る
小
中
学
校
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
先
生
な

ど
教
え
る
側
が
、
学
習
内
容
を
一
人
一
人
の
子

ど
も
た
ち
に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
教
え
る
た

自
ら
の
意
思
の
伝
達
や
問
題
の
整
理
に
使
わ
れ

て
お
り
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
活
用
能
力
は
今
や
実
社
会
に
不
可
欠
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

教
わ
る
た
め
の
教
具
で
は
な
く
、
子
供
た
ち

そ
れ
ぞ
れ
が
問
題
を
処
理
す
る
た
め
の
道
具
と

し
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
必
要
性
は
、
情
報
化

社
会
の
進
展
と
と
も
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

高
度
情
報
化
社
会
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

つ
い
一
昔
前
、
情
報
の
伝
達
手
段
は
文
字
や

記
号
が
中
心
で
し
た
。
文
字
や
記
号
に
よ
る
情

報
交
換
は
、
お
互
い
に
指
し
示
す
も
の
の
共
通

の
理
解
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
お
互

い
に
知
ら
な
い
物
事
を
文
字
や
記
号
だ
け
で
理

解
し
あ
う
の
は
困
難
で
す
。
よ
り
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
た
め
に
は
、
映
像
や
音
声
を
重
ね
、

私
た
ち
が
視
覚
や
聴
覚
を
も
っ
て
理
解
す
る
手

段
が
必
要
で
す
。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
発
達
は

イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の
伝
達
を
可
能
に
し
ま

し
た
。
私
た
ち
は
直
感
的
に
よ
り
多
く
の
こ
と

を
、
よ
り
正
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
よ
り
伝

え
ら
れ
る
情
報
は
一
方
的
な
も
の
で
、
専
門
知

識
を
有
す
る
技
術
者
に
よ
り
、
多
く
の
労
力
を

費
や
し
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の
で
し
た
。

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
情

報
通
信
網
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
の
進
歩
は
、

映
像
や
音
声
を
含
め
た
よ
り
多
く
の
表
現
手
段

を
私
た
ち
の
身
近
な
も
の
と
し
て
実
現
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
可
能
に
し
た
主
役
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
す
。
私
た
ち
は
、
以
前
に
は
考
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
手
軽
に
家
庭
や
個
人
で
映
像
や
音
声
の

情
報
を
受
け
取
り
、
か
つ
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

H

雲
行
き
を
み
て
明
日
の
天
気
を
予
想
す
る
H

H

売
れ
行
き
を
み
て
在
庫
を
調
整
す
る
H

な
ど

の
「
情
報
の
活
用
」
は
そ
の
昔
か
ら
私
た
ち
が

行
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
高
度
情
報
化
社
会
の

急
速
な
進
展
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
介
し
て
知

り
得
る
情
報
の
範
囲
を
飛
躍
的
に
拡
大
し
ま
し

た
。
よ
り
早
く
、
よ
り
正
確
な
情
報
の
把
握
や

伝
達
の
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
力
が
不
可
欠

な
社
会
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
い
つ

の
時
代
に
も
「
情
報
活
用
能
力
」
は
、
よ
り
正

し
い
判
断
を
す
る
た
め
に
必
要
で
し
た
。
現
代

に
必
要
な
「
情
報
活
用
能
力
」
に
は
、
「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
・
:
」
と
い
う
条
件
が
つ
い

た
の
で
す
。



情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
向
け
て

5

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
の
整
備

ア
メ
リ
カ
で
は
、

2
0
0
1年
ま
で
に
圏
内

の
学
校
全
部
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
ぼ
う
と

い
う
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

文
部
省
が
、
今
後
の
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応

し
た
情
報
教
育
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
る
た
め

に、

2
0
0
3年
ま
で
に
は
各
学
校
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
を
方
針
と
し
て
打
ち
出
し
ま
し
た
。

上
田
市
で
は
、
平
成

9
年
度
か
ら
地
域
C
A

T

V
網
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

環
境
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
本
年
度
中
に
は

全
小
中
学
校
で
の
利
用
が
可
能
と
な
る
予
定
で

す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
世
界
中
の
い
た
る
と

こ
ろ
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
介
し
て
、
何
か
を

伝
え
た
い
人
、
知
り
た
い
人
が
自
由
に
情
報
を

や
り
と
り
で
き
る
巨
大
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

り
、
膨
大
な
情
報
の
宝
庫
で
す
。
知
り
た
い
事

を
検
索
し
た
り
、
郵
便
を
や
り
と
り
す
る
よ
う

に
、
相
手
と
文
章
の
や
り
と
り
が
で
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
会
議
や
映
像
中
継
も
可
能
で
す
。
こ
れ

ら
の
事
が
私
た
ち
個
人
の
手
で
思
い
の
ま
ま
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
学
校
導
入
は
、
情

報
を
集
め、

整
理
し
、

自
ら
の
考
え
を
ま
と
め
、

よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
能
力
を
育
て
て
い

く
、
子
ど
も
た
ち
の

「情
報
活
用
能
力
の
育
成
」

の
た
め
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

先
生
た
ち
が
、
よ
り
生
き
た
教
材
の
提
供
の
た

め
に
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
調
べ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
海
外
の
学
校
と
の
交
流
な

ど
国
際
感
覚
を
育
て
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ

う
。
学
校
教
育
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
「
い

つ
、
ど
の
よ
う
に
、
何
の
た
め
に
使
う
の
か
、

そ
し
て
何
を
得
ょ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
、
全

国
各
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

に
、
教
育
を
目
的
と
し
た
場
合
の
不
自
由
さ
も

あ
り
ま
す
。

学
校
の
活
動
に
必
要
な
情
報
を
中
心
に
、

学

校
間
で
の
教
育
情
報
の
交
換
を
目
的
と
し
た

「
仮
免
許
練
習
所
」
も
必
要
で
は
な
い
か
:
・
。

現
在
上
田
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
環
境
を
利
用
し
、
多
少
の
失
敗
は
気

に
せ
ず
学
校
聞
の
み
で
利
用
可
能
な
、
も
う
一

つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
「
各
学
校
で
利
用

可
能
な
」
「
身
近
で
、
地
域
に
即
し
た
教
育
情

上
田
市
に
お
け
る
学
校
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

車
が
数
億
の
目
的
を
も
っ

て
世
界
の
い
た
る
と
こ

ろ
を
縦
横
無
尽
に
走
り

抜
け
る
高
送
道
路
で
あ
っ

て
、
学
校
教
育
の
た
め

に
引
か
れ
た
専
用
道
路

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

定
の
ル

l
ル
や
マ
ナ
ー

の
も
と
、
個
人
情
報
の

保
護
の
問
題
や
有
害
情

報
の
問
題
な
ど
を
抱
え

な
が
ら
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
校
の
活
動
の

中
で
、

子
ど
も
た
ち
が

そ
の
ま
ま
乗
り
入
れ
て

い
く
こ
と
は
、

高
速
道

路
の
上
で
運
転
の
練
習

を
し
て
い
る
よ
う
な
・
も

の
で
す
。
い
く
ら
注
意

を
し
て
い
て
も
思
わ
ぬ

事
故
に
遭
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
自

由
度
、
開
放
性
が
ゆ
え

例
え
れ
ば
、

数
億
の
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て

る
各
l情

報
の
検
出
刃ミ

画
面

報
を
」
市
内
小
中
学
校
が
互
い
に
発
信
し
、
共

同
で
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
社
会
見
学
で
見
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、

地
域
に
生
息
す
る
動
植
物
の
飼
育
記
録
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
空
間
の
中
で
、
手
を
伸
ば

せ
ば
自
ら
も
体
験
可
能
な
情
報
、
活
用
が
可
能

な
情
報
を
交
換
し
、
こ
の
活
動
の
な
か
で
よ
り

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ

て
情
報
を
整
理
し
、
伝
え
る
力
が
育
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
.す
。

学
校
が
発
信
し
た
工
場
の
社
会
見
学
の
情
報
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マ

電

話

マ
相
談
日

マ
時

間

上
田
市
教
育
相
談
所
は
、
「
学
校
へ
行
き
た
が

ら
な
い
」
「
学
校
生
活
で
の
心
配
」
な
ど
、
子
ど

も
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
と
も
に
考
え
、
助
言
援

助
し
て
い
く
教
育
相
談
と
、
実
際
に
学
校
へ
行
け

ず
に
困
っ
て
い
る
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
受
け

入
れ
、
適
応
指
導
を
す
る
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
と

の
、
二
つ
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
も
、
直
接
来
所
し
て
い
た
だ
い
て
も
け
つ

こ
う
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Pバス停(警察署入口)

¥¥¥¥  小学校 中学校 合計

面接相談 1 63回 3 1 7回 480回

家庭訪問 23回 28回 5 1回

学校訪問 43回 49回 92回

電話相談 90回 283回 373回

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
で
の
活
動

-教育相談所
平成 9年度の相談、訪問の状況

自
由
で
安
心
で
き
る
居
場
所

学
校
へ
行
け
な
い
で
、
家
に
引
き
こ
も
っ

て
い
る
子
ど
も
に
、
自
由
で
安
心
で
き
る
居

場
所
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
大
き
な
目
的
の

一
つ
で
す
。
こ
こ
で
の
自
由
な
活
動
を
通
し

て
、
心
が
聞
か
れ
、
希
望
や
意
欲
が
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
す
。

ニ
心
を
聞
き
、
自
立
を
助
け
る
活
動

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
状
態
を
み
な
が
ら
、

子
ど
も
自
身
が
希
望
す
る
活
動
を
基
本
に
し

¥ー，

て
、
個
別
的
お
よ
び
集
団
的
活
動
を
取
り
入

れ
、
社
会
的
適
応
力
を
高
め
る
活
動
を
し
ま

す。O
教
育
相
談
所
職
員
、
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
、

通
室
生
仲
間
と
の
語
ら
い

O
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
サ
ッ
カ
ー
、
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
ど
の
運
動

O
将
棋
、
五
目
並
べ
、
オ
セ

口
、
ト
ラ
ン
プ
、

テ
レ
ビ
ゲ

i
ム
な
ど
の
遊
び

O
読
書
、
折
り
紙
、
図
工
、
木
工
、
手
芸
、

ピ
ア
ノ
な
ど
の
趣
味

O
調
理
実
習
、
お
楽
し
み
会
、
野
外
教
室

(
市
民
の
森
公
園
、
上
田
創
造
館
)

O
栽
培
活
動
、
清
掃
活
動

O
教
科
学
習

、

三
学
校
復
帰
へ
の
環
境
づ
く
り

学
校
復
帰
は
、
児
童
生
徒
の
外
に
向
け
て

の
意
欲
と
、
他
か
ら
の
刺
激
が
う
ま
く
呼
応

し
た
と
き
に
実
現
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、

い
つ
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
(
担

任
)
と
の
連
携
を
密
に
し
、
復
帰
へ
の
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

「ふれあい教室」

の

日
H

喜
び
勇
ん
で
通
室
し
、

満
足
感
を
味
わ
っ
て
帰
る
μ

教
育
相
談
所
に
は

6
名
の
職
員
が
い
ま

す
。
市
の
指
導
主
事

4
名
と
県
の
適
応
指

導
員

2
名
が
、
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
フ
レ

ン
ド
と
し
て
大
学
生

3
名
が
、
お
手
伝
い

を
し
て
く
れ
ま
す
。

くv

[14J 70.5.76 

4
月
現
在
、
ロ
名
の
小
中
学
生
が
元
気

に
通
っ
て
き
て
い
ま
す
。

通
室
生
の
活
動
時
間
は
、
原
則
と
し
て

午
前
中
で
す
。

午
前

9
時

i
m時

通
室
、
今
日
の
計
画
、
自
由
時
間

午
前
日
時

i
H
時

一
斉
清
掃
活
動
、
運
動

午
前
日
時

i
正
午

教
科
学
習

行
事
と
し
て
昨
年
度
は
、
焼
き
そ
ば
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ケ
ー
キ
づ
く
り
な
ど
の

調
理
実
習
、
市
民
の
森
、
湯
の
丸
高
原
へ

の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
創
造
館
学
習
(
鯉
の
解

剖
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
)
乗
馬
教
室
な
ど

を
と
り
い
れ
て
い
ま
す
。

通
室
方
法
は
、
保
護
・者
の
送
り
迎
え
が

多
い
で
す
が
、
自
転
車
通
室
や
パ
ス
利
用

の
子
ど
も
も
い
ま
す
。

「
学
校
へ
行
き
た
が
ら
な
い
」
「
学
校

へ
行
き
た
く
て
も
い
け
な
い
」
お
子
さ
ん

を
か
か
え
て
お
悩
み
の
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
へ

の
通
室
は
、
学
校
へ
の
出
席
と
同
じ
扱
い

に
な
り
ま
す
。



-4月定
例
会

4
月

7
日

ω開
催
し
た

4
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。O
審
議
事
項

一
博
物
館
協
議
会
委
員
、
信
濃
国

分
寺
資
料
館
協
議
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
で
す
。

博物館協議会委員

信濃国分寺資料館

協議会委員が決ま

りました

社会教育委員

が決まりました

(任期:平成10年 4月 1日~
平成12年 3月31日)

(任期:平成10年 4月 1日~
平成12年3月31日)

¥ 

ニ
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
で
す
。

三
平
成
問
年
度
の
基
本
的
運
営
方

針
及
び
重
要
施
策
に
つ
い
て

四
平
成
問
年
度
の
部
門
別
主
要
施

策
と
課
題
に
つ
い
て

以
上
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

五
回
西
塩
田
小
学
校
の
後
利
用
に

つ
い
て
旧
西
塩
田
小
学
校
整
備
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

敬称略

学識経験者

市議会

校長会

学識経験者

11 

11 

11 

11 

表 秀孝

永見鴻人

田中正雄

水野知雄

渋沢頼子

矢島千代子

青木歳幸

酒井 怯

佐々木清司

敬称略

校長会

社会教育関係団体

学識経験者

11 

11 

11 

11 

11 

斉藤 衛

上野博子

太田 厚

中沢優子

矢島万記子

高遠和秋

滝沢良忠

村田知也

安井幸次

『上田市誌』
編さんだより③

蚕都上回の
解明をめざして

市誌編さん室圃③9741

11 

上
田
は
古
く
か
ら
「
蚕
都
」
と
呼

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
近
世
よ
り
養
蚕

業
が
発
展
し
て
上
田
縞
や
上
田
紬
の

産
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
ま
た
幕

末
に
は
奥
州
に
代
わ
っ
て
蚕
種
の
全

国
的
な
産
地
と
な
り
ま
し
た
。
明
治

以
後
近
代
製
糸
業
が
導
入
さ
れ
、
上

田
盆
地
は
養
蚕
業
、
蚕
種
業
、
製
糸

業
と
蚕
糸
業
が
産
業
の
基
盤
を
な
し
、

ま
さ
に
蚕
都
が
つ
く
ら
れ
た
時
代
で

し
た
。上
田
市
誌
近
現
代
編
第
二
分
冊
は

こ
の
蚕
都
を
テ

l
マ
に
し
て
、
養
蚕

業
の
発
展
し
て
く
る
近
世
か
ら
、
蚕

種
業
が
大
発
展
す
る
幕
末
、
全
盛
期

の
明
治
・
大
正
期
、
蚕
都
に
つ
く
ら

れ
た
蚕
業
学
校
な
ど
の
教
育
、
蚕
都

の
輝
け
る
栄
光
の
道
を
た
ど
っ
て
み

ま
す
。
蚕
都
を
つ
く
っ
た
上
田
市
民

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
広
く
日
本
や
世
界

を
意
識
し
た
上
回
商
人
の
行
動
力
を

解
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
恐
慌
に
よ
り

一
転

11 

J 
し
て
蚕
都
上
田
は
困
難
な
道
を
た
ど

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
養
蚕
業
や
蚕

糸
業
の
そ
の
後
を
追
跡
し
て
現
代
ま

で
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
上
田
で

製
糸
業
が
な
く
な
っ
て
す
で
に
久
し

く
、
本
年
(
平
成
日
年
)
、
上
田
市

で
養
蚕
業
を
営
む
農
家
は
わ
ず
か

1

軒
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
上
田
の
産
業
が
た
ど
っ

た
道
筋
を
中
心
に
す
え
て

一
つ
の
テ
ー

マ
で
み
て
い
く
の
は
上
田
市
誌
の
中

で
も
特
徴
の
あ
る
巻
冊
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
蚕
都
の
代
表
的
な
建
築

物
に
蚕
種
製
造
家
の
蚕
室
が
あ
り
ま

す
。
現
在
で
も
塩
尻
地
区
に
は
大
き

な
蚕
室
が
残
っ
て
い
ま
す
。
屋
根
に

は
気
抜
棟
が
つ
い
た
独
特
の
構
造
を

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
蚕
室
が
聾

を
並
べ
て
い
る
様
は
責
重
な
町
並
み

で
あ
っ
た
り
、
近
代
の
産
業
景
観
と

し
て
も
保
存
し
た
い
も
の
で
す
。
こ

の
蚕
室
も
地
域
に
よ
っ
て
形
態
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
長
野
県
で
も

南
信
の
飯
田
地
方
と
東
信
の
上
田
地

方
で
は
風
土
の
違
い
も
あ
り
異
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
代
と
と
も
に

変
化
も
し
て
き
ま
し
た
。

明
治

μ年
発
行
の
「
信
濃
国
上
回

全
図
」
は
近
代
化
す
る
蚕
都
上
田
を

表
し
た
地
図
で
、
千
曲
川
沿
岸
や
黄

金
沢
扇
状
地
に
は
桑
園
の
記
号
が
と

こ
ろ
狭
し
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
明

治
幻
年
に
開
通
し
た
鉄
道
が
描
か
れ
、

上
田
駅
に
は
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
の
は
い
か

ら
さ
が
た
だ
よ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
図
の
裏
面
に
は
上
田
地
方

の
蚕
種
製
造
大
家
の
広
告
が
載
っ
て

い
ま
す
。
広
告
主
の
地
区
を
見
る
と

御
所
・
塩
尻
・
上
田
が
圧
倒
的
に
多

く
、
つ
い
で
国
分
・
中
之
条
・
小
牧

と
つ
づ
い
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
千

曲
川
沿
岸
の
村
で
あ
り
、
こ
こ
が
蚕

種
製
造
地
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

こ
の
広
告
の
中
心
部
に
は
絵
入
り

の
広
告
が
載
っ
て
い
ま
す
。
多
く
は

蚕
室
が
描
か
れ
て
い
て
当
時
の
面
影

を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

中
の
一
枚
を
見
る
と
(
写
真
)
、
立

派
な
門
構
え
の
奥
に
蚕
室
が
あ
り
、

屋
根
に
は
気
抜
棟
の
代
わ
り
に
煙
突

が
見
え
ま
す
。

こ
の
様
な
蚕
室
は
南

信
の
飯
田
地
方
に
多
く
見
ら
れ
る
蚕

室
で
す
が
、
王
国
地
方
に
も
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
気
抜
棟
構
造

の
蚕
室
の
前
に
は
こ
う
し
た
蚕
室
が

あ
っ
た
の
で
す
。
一

片
の
広
告
に
も

こ
ん
な
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
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今月の投稿数

短歌・ 135首、俳句・ 159旬
川柳・ 82旬、計・ 376作品

投稿先/干386-0025上田市天神 2-4 -74 
上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月18日までに投かんしてくださし Io

短
説欠

宮
崎

盛
登
選

日
門
}
旦

手

塚

池

田

五

郎

榔
子
の
実
の
青
さ
に
ふ
れ
て
偲
ぶ
な
り

南
の
島
に
戦
い
し
日
々

馬

場

町

武

井

宏

雄

ク
ー
ロ
ン
と
う
神
を
お
そ
れ
ぬ
技
術
生

れ
粋
学
は
宙
に
さ
ま
よ
う
な
り
さ

中

組

山

寺

勝

世

引
き
揚
げ
の
飢
餓
に
吋
え
き
れ
ず
子
を

売
る
は
真
実
な
り
さ
と
宮
え
先
生

口
E
凶
凹

福

田

鈴

木

昌

尚

返
霜
の
融
け
ゆ
く
朝
の
枯
之
に
目
を
覚
ま

し
た
る
青
蛙
見
ゆ
須

川

手

塚

喜

代

子

御
柱
の
山
下
り
来
る
一
晩
を
四
時
間
待

ち
ぬ
石
に
座
り
て北

大

手

安

藤

洋

子

一
瞬
に
明
暗
わ
け
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
流

す
決
は
ド
ラ
マ
を
つ
づ
る

長

島

松

井

律

子

風
雪
に
吋
え
し
階
こ
け
む
し
て
歴
史
を

偲
び
城
祉
に
立
つ
手

塚

樋

口

も

と

子

病
床
に
吾
子
待
つ
え
を
な
ぐ
さ
め
つ
つ

我
も
さ
び
し
さ
雨
の
夕
暮

小

泉

間

島

百

江

よ
ち
よ
ち
と
え
に
す
が
り
歩
み
ゆ
く
老

女
を
見
つ
つ
亡
さ
え
を
忠
う

行
闇
・
上
田
市

(干
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
1
什

l
叩
)

発
圃
・
上
田
市
教
育
委
員
会
(
干
3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
l
M
)

下

郷

土

原

宗

雄

信
濃
び
と
歌
い
っ
さ
求
し
県
歌
に
も
委

飼
い
ト
ン
ネ
ル
消
ゆ
る
淋
し
さ

材

木

町

大

谷

文

子

定
年
に
職
返
さ
し
婿
は
湯
の
宿
に
盃
を

重
ね
儀
舌
と
な
る神
科
新
屋
古
川
隆
子

恋
猫
の
・鳴
き
声
い
つ
か
遠
の
き
て
瀧
月

夜
に
静
寂
も
ど
る緑

が

丘

津

林

清

司

菩
提
寺
に
つ
づ
く
野
遣
を
線
香
持
ち
妻

と
ゆ
き
に
し
忠
い
匙
る

上

常

田

市

川

貞

義

か
ぞ
え
年
九
十
歳
の
誕
生
日
四
月
八
日

は
ひ
ね
も
す
う
ら
ら
新

田

松

井

正

信

パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
入
れ
コ
ー
ヒ
ー
の

香
り
、
工
つ
室
に
一
日
始
ま
る

(
評
)
投
稿
者
多
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

選
者
詠

発
深
く
岩
魚
焼
く
匂
ひ
漂
ひ
て
山
石
の
上

に
は
一
つ
鳴
く
、
河
庇。F

伺

矢
島

渚
男
選

口
問
〕
骨
〕

上

常

田

大

森

松

枝

声
か
け
て
く
れ
る
人
あ
り
つ
く
し
ん
ぼ

神

畑

宮

入

志

づ

え

久
し
ぶ
り
良
き
こ
と
の
あ
り
植
木
買
う

川

辺

町

七

尾

節

子

集
園
田
属
秘
書
課
(
囲
⑫
4
1
0
0
岡
⑫
5
1
1
1
)

編
園
田園
庶
務
課
(
固
@
5
1
0
0
回
@
3
7
4
5
)

廃
校
跡
に
今
年
も
咲
い
た
桜
た
ち

材

木

町

大

谷

文

子

日
の
当
る
方
に
背
を
向
け
紫
木
造

以
門

w
u
中

之

条

神

原

四
月
馬
庇
子
の
命
に
よ
り
馬
に
な
る

浦

野

小

林

信

宏

寅
年
の
名
前
を
も
ら
い
初
節
句

築

地

倉

津

昭

夫

総
出
し
て
水
路
清
掃
風
肱
し

倉

升

小

林

悦

子

は
ら
は
ら
と
母
を
泣
か
せ
て
卒
業
子

小

泉

木

村

シ

モ

室
る
や
え
と
暮
ら
し
た
か
の
比
よ
り

上
小
島
中
原
と
く
子

菜
の
花
や
電
車
を
降
り
て
友
が
く
る

大

手

町

清

水

由

紀

花
咲
い
て
抜
け
道
一
つ
覚
え
け
り

小

泉

宮

崎

栄

吾

春
の
ふ
一
妻
は
え
語
を
解
す
ら
し

三
好

町

片

岡

幸

夫

沸
き
上
が
る
山
霧
迭
し
雨
の
あ
と

材

木

町

手

塚

悦

子

高
遠
の
空
を
狭
め
し
桜
か
な

小

牧

片

岡

て

つ

初
蝶
に
空
あ
た
ら
し
く
な
り
に
け
り

五

加

関

口

恒

衛

黄
梅
の
映
り
て
緋
鯉
泳
さ
お
り

岩

下

尾

沢

袈

裟

信

春
眠
や
夢
の
か
け
ら
も
覚
え
居
ず

選
者
詠

咲
き
然
、
へ
て
桜
は
山
の
木
に
還
る

晴
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山
崎

鮮
紅
選

70.5.76 

口町
四U
馬

場

町

武

井

宏

雄

問
い
つ
め
る
手
前
で
許
す
孫
の
嘘

八

木

沢

池

田

芳

正

ま
た
聞
き
の
噂
ひ
ろ
げ
る
春
の
風

長

島

真

砂

み

ち

子

夫
の
留
守
食
事
も
手
ぬ
き
し
て
す
ま
せ

西

脇

中

沢

希

余

髪
を
す
く
鏡
に
う
つ
る
花
吹
雪

・保

野

清

水

ゆ

き

子

ユ
ー
モ
ア
で
や
ん
わ
り
闘
志
包
ん
で
る

日
間
凶
川

愛
宕
町
中
井
比
奈
江

風
邪
恋
え
て
少
う
し
派
手
に
紅
を
ひ
き

新

田

小

林

郁

二
朗

屋
台
骨
文
え
た
母
の
太
い
え

新

田

山

口

唯

生

見
舞
わ
れ
て
母
う
っ
す
ら
と
紅
を
ひ
き

新

田

松

井

正

信

父
さ
ん
の
お
や
さ
の
味
は
日
本
一

(
評
)
こ
の
童
画
の
よ
う
な
句
も
「
主
夫
」

と
い
う
新
語
が
出
る
と
川
柳
に
な
り
ま
す

ね。訂
正
4
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

マ
短
歌
工
藤
じ
ゅ
ん
さ
ん
の
作
品

ま
だ
ら
雪
の
こ
り
中
へ
の
ご
と
き
ら
き

ら
と
え
、
を
惜
し
む
か
薄
き
日
差
し
に

間
圃
・
田
辺
印
刷
胸

印
圃
(
上
回
市
問
屋
町
2
3
7
1
5
国
@
1
4
9
2


